
当別町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

コミュニティバスの運行による住民サービスの向上効果を得るため、次の目標を定める。
青山線 1日当たりの利用者数を28年度以上とする。 目標 25.78人/日

1便当たりの利用者数を28年度以上とする。 目標 2.03人/便
市街地予約型線 【10～3月】1日当たりの利用者数を28年度以上とする。 目標 11.34人/日

1便当たりの利用者数を28年度以上とする。 目標 2.01人/便
【4～9月】 1日当たりの利用者数を28年度以上とする。 目標 5.31人/日

1便当たりの利用者数を28年度以上とする。 目標 1.34人/便
車両減価償却費等国庫補助 交通弱者の利用者数を28年度以上とする。 目標 968人

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標 平成29年7月10日 第1回協議会を開催
主な協議事項：平成28年度事業報告

平成30年度地域内フィーダー系統確保維持計画他
平成29年10月17日 第2回協議会を開催
主な協議事項：平成29年12月1日付けダイヤ改正について他
平成30年1月19日 第3回協議会を開催
主な協議事項：当別町地域公共交通網形成計画素案について
平成30年2月22日 第4回協議会を開催
主な協議事項：当別町地域公共交通網形成計画（案）について

平成30年度事業計画・予算案 他

平成３０年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

当別町は、札幌市と境界を接し、札幌中心部から約15～25kmに位置しており、面積は、422.86
平方キロメートル。人口（平成30年12月1日住民台帳）は、16,074人である。コミュニティバスは、
スウェーデンヒルズ地区とJR石狩太美駅を経由し、札幌市北区とを結ぶ地域間幹線路線とこれ
に付随するフィーダー３系統を確保している。地域間幹線路線については、通勤・通学・高齢者
等の通院のほか、買い物などに利用されており日常生活に不可欠なものである。フィーダー系
統は、JR石狩当別駅南口で幹線と接続しており、市街地から離れている地区から輸送する青山
線やデマンド交通として市街地予約型線を運行している。また、平成29年9月に開業した道の駅
へコミュニティバスの路線を運行させ、道の駅への誘客や西当別地区の公共交通の充実を図っ
た。交通弱者である子どもや高齢者の移動手段を確保することで、住民の住環境の向上、高齢
者の行動範囲拡大による健康増進を図るほか、コミュニティバスを通じて環境問題への啓発も
資することができる。一度失ってしまったバス交通を回復させるために5年の歳月を要したことを
考えると、バス路線は容易に廃止すべきものではなく、町民の健康で安全な必要最低限の住環
境を守るためにも、地域公共交通の中心であるコミュニティバスを確保することは重要である。

１ 青山線① JR石狩当別駅南口～とうべつ整形外科～みどり野会館 １回200円 平日8便 休日6便 運行日数 364日（平日245日
休日119日） 運行回数 1,337回
２ 青山線② JR石狩当別駅南口～とうべつ整形外科～青山会館 １回200円 平日のみ8便運行 運行日数 245日 運行回数 980回
３ 市街地予約型線 JR石狩当別駅南口～当別町内～JR石狩当別駅南口 １回200円 平日のみ８便運行 運行日数 245日 運行回
数 865回

地域公共交通の現況

・ＪＲ札沼線
（石狩当別駅、石狩太美駅、北海道医療大学
駅、石狩金沢駅中小屋駅、本中小屋駅）の６駅
・当別ふれあいバス
地域間幹線系統：あいの里金沢線
地域内フィーダー系統：青山線、市街地予約型
線、西当別道の駅線



平成３０年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・小中学生向けのモビリティ・マネジメント
・高齢者向けのモビリティ・マネジメント
・当別中学校向けの市街地予約型線の利用意向調査
・利用者ヒアリング調査（車内ヒアリング）

２

２）運行系統

【青山線】 【市街地予約型線】



３

３）利用実績

４）収入実績

10
月

11
月
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月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 152 307 727 590 768 564 198 179 160 169 173 115
H29 175 312 421 458 565 448 206 176 172 141 252 191
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市街地予約型線

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
H30 681 691 795 671 688 696 567 607 632 531 568 529
H29 706 807 902 758 801 777 662 693 728 653 610 639
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H30 83,913 85,145 97,960 82,680 84,775 85,761 69,865 74,794 77,875 65,430 69,989 65,183
H29 80,126 91,588 102,370 86,027 90,907 88,184 75,132 78,650 82,623 74,111 69,230 72,522
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H30 17,879 36,111 85,514 69,399 90,337 66,341 23,290 21,055 18,820 19,879 20,349 13,527
H29 19,861 35,410 47,780 51,979 64,123 50,844 23,379 19,975 19,521 16,002 28,600 21,677
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６）目標・効果達成状況

１．青山線①②

1日当たりの平均利用者数 目標 25.78人/日 実績 21.03人/日

1便当たりの利用者数 目標 2.03人/便 実績 1.65人/便

２．市街地予約型線

1日当たりの平均利用者数

【10～3月】 目標 11.34人/日 実績 25.69人/日

【4～9月】 目標 5.31人/日 実績 8.02人/日

1便当たりの平均利用者数

【10～3月】 目標 2.01人/便 実績 4.17人/便

【4～9月】 目標 1.34人/便 実績 1.55人/便

３．車両減価償却費等国庫補助

交通弱者の利用者 目標 968人 実績 2,702人

４

７）事業の今後の改善点

１．青山線①

今後とも地区の人口は減少傾向にあるので、ダイヤや運行
形態について検討する。

２．青山線②

高齢者が多い地区なので予約型線の使用方法やふれあい
バスの乗り方などわかりやすく周知し、利用につなげる。

３．市街地予約型線

利用者は、全体的に伸びてきているが、まだ予約型線の使
い方がわかっていない方が見受けられるので今後とも、使
い方等を周知していく。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・市街地予約型線については目標を達成し、利用者数も
年々増加していることを評価する。
・しかしながら、青山線については目標未達成となり、特に
青山線①は補助要件（2人/回以上）を満たすことができな
かったことから改善が期待される。
・今後は平成30年3月に策定した「当別町地域公共交通網
形成計画」に沿った取り組みを行うことにより、利用しやすい
公共交通ネットワークの構築と、一層の利用促進策の推進
を期待する。

１．青山線①②
事業が計画に位置付けられたとおり適正に実施されてい
る。

２．市街地予約型線
事業が計画に位置付けられたとおり適正に実施されてい
る。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


